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＜定性面からのアプローチ＞

① 「格付分析」と「価値の源泉と企業の貢献に関する分析」の結合

（参考）日本政策投資銀行の取組み（知的資産経営）

＜定量面からのアプローチ＞

② マネジメントとしてのリスク管理と銀行企業価値経営

③ ＢＳ全体の中で定量分析の更なる活用可能性

２０１１年１１月２２日
銀行企業価値研究会

坂本 忠弘



知的資産

財務
パフォーマンス

非財務パフォーマンス

リ
ス
ク
ポ
ジ
シ
ョ
ン

法人顧客

(過去実績) (今後予想) (過去実績) (目標値) (過去実績) (目標値) (過去実績) (目標値)

政府・自治体

個人顧客

市場取引
（自己勘定運用）

事業ポジション
金融資産
有形資産等

関係資産 組織資産 人的資産

調達・
流動性

外部環境

「価値の源泉と企業の貢献に関する分析」と「知的資産経営」の結合
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② マネジメントとしてのリスク管理と銀行企業価値経営
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金利リスクへの対応

・コア預金・流動性預金
モデルの視点の拡張

有価証券等
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・ ＡＬＭ全体最適化
・ 運用戦略構築力
（ポートフォリオ構成
（政策保有株等）等）

・ 信用リスク分析力

・ 信用リスク分析
・ プライシング
・ セグメント（地域・業種等）
・ 市場金利との連関 等

・ 信用リスク分析
・ プライシング
・ 期限前解約
・ 市場金利との連関 等
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③ ＢＳ全体の中で定量分析の更なる活用可能性
（ＢＳの棚卸し点検）


